A 


テレビ用地デジチューナー DTV - S 31 マニュアル 

らくらく！セットアップシート 

35010916 ver.0212-01] Cl 0-01 5 


キャス 


BUFFALO 


本製品を正しく使用するために、このマニュアルでセットアップをおこ 
なってください。お読みになった後は、大切に保管してください。 



付属の B - CAS カード （ 青いカード）をセツトします 


ビーキャス 

「B-CAS」 と印字された青い面が上になる向きで図のように差し込みます。 




ケ _ プルを接続します 


アンテナを接続する (2) テレビと接続する @) ac アダプタ-を接続する 


么注意 


アンテナケーブル • ビデオ/オーデイオケーブルを本製品に接続するとき（ケーブルを接続し直すとき、 
ケーブルを変更するときを含む）は、必ず AC アダプターを取り外した状態で行ってください。 



※八〇アダプターを接続すると、本製品前面の電源ランプが青色または赤色に点灯します。 

※テレビの入力端子が2つしかない場合(モノラル音声しか入力できない)ときは、ビデオ/オーディオケーブルの黄色と白色 
の コネクターで 本製品とテレビを接続してください。 


右上につづく 
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V. 


リモコンの準備をします 

• 電池をリモコンに入れます 

単四形乾電池2本を図のように㊉と®の向きに 
注意してリモコンに入れてください。 






※同じメーカーでも複数の設定番号がある場合は、動作が確認できるまで順に番号をお試しください。 
※動作しない場合は、お使いのテレビに付属のリモコンをご使用ください。 


リモコンでテレビを操作できるように設定します 


付属のリモコンでテレビを操作するには、次の設定を行ってください。 


© お使いのテレビのメーカー設定番号を押します。 

例）パナソニック1:團、■の順に1つずつ押す。 


テレビ 


リモコンの 


を押しながら 


メーカー 

設定番号 

メ 力 

設定番号 

パナソニック(旧:松下電器 )1 

、|〇の順に押す 

日立 1 

m 、 u の順に押す 

パナソニック(旧淞下電器)2 

IH 1、 〇の順に押す 

日立 2 

w 、 ira の順に押す 

パナソニック(旧:松下電器 )3 

S 0、 0の順に押す 

日立 3 

IQ 、 0の順に押す 

シャープ 1 

inis [ Q の順に押す 

三菱 1 

U 、 IO の順に押す 

シャープ 2 

M 、 0の順に押す 

三菱 2 

m 、 |〇の順に押す 

シャープ 3 

nil 、 ira の順に押す 

三洋 1 

D 、 ira の順に押す 

ソニー1 

、 fra の順に押す 

三洋 2 

D 、 IQ の順に押す 

ソニ ー 2 

gni 、 |〇の順に押す 

ビクター1 

u 、 ra の順に押す 

東芝 1 

IH 1、 〇の順に押す 

ビクター2 

U 、 |〇の順に押す 

東芝 2 

D 、 の順に押す 

ビクター3 

IB 、® の順に押す 


メーカー 

設定番号 

メ 力 

設定番号 

NEC 1 

Bs M の順に押す 

船井 4 

画、 D の順に押す 

NEC 2 

IB 、 の順に押す 

船井 5 

Ki 、 ira の順に押す 

パイオニア 

IQ 、 霸1の順に押す 

SAMSUNG 

Els 0の順に押す 

富士通ゼネラル 

ra 、 〇の順に押す 

し G 

画、 D の順に押す 

アイワ 1 

IB 、 m の順に押す 

ORION 

IH の順に押す 

アイワ 2 

ID 、 0の順に押す 

PHILLIPS 1 

in 、 ira の順に押す 

アイワ 3 

IB 、 の順に押す 

PHILLIPS 2 

Bs D の順に押す 

船井 1 

IB 、 IQ の順に押す 


船井 2 

| Q 、 |〇の順に押す 

船井 3 

gj , ini の j 唷に押す 


❸ 

❹ 


テレビ 


リモコンの! 


から指を離します c 


テレビ 

リモコンの E 3 を押してテレビの電源を入/切できるか確認してください。 

(リモコンでテレビの電源、を入/切するには、あらかじめテレビの主電源を「入』にしてください c 
切り換わらないときは、手順1から再度設定を行ってください。 


設定が完了すると、本製品のリモコンで以下のボタンが使用できるようになります。 
テレビの電源を入/切します。 


入力切換 


:テレビを外部入力 (ビデオ1、ビデオ 2 なと) に切り換えます c 


_:テレビの音声を消音します。 
H :テレビの音量を調整します。 


初期設定を行います 


テレビ画面の表示にしたがって本製品の初期設定を行います。 

〇 本製品前面の電源ランプが赤色に点灯しているときは、リモコンの右上にある電源 ポタン® を押してくだ 

さい 0 電源ランプが青色に点灯します(すでに青色に点灯しているときは、そのまま 手順© へお進みください)。 

※本製品前面の電源ボタンを押しても本製品の電源を入/切することができます。 


❷ 


右の画面が表示されるまでリモコンの左上にある入力切換ボタン 

\力切 ffe 

a を押します(ビデオ1、ビデオ2等の外部入力に切り替えます)。 

※動作しない場合は、お使いのテレビに付属のリモコンを 
ご使用ください。 


はじめに 


本製品のリモコンでテレビの 
電源、音量を操作できます。 

詳しい設定方法は 
マニュアルをご覧下さい。 


テレビの1 

画面^^ 


[決定]で次の画面に進みます。 


以降はテレビの画面の指示にしたがつて操作をすすめてください。 

※チャンネル検索には最大10分程度時間がかかります。 

10分経過してもチャンネルの検索が完了しないときは、本製品に接続されている AC アダプターを取り付け直してくだ 
さい。本製品起動後、 手順® から再度やり直してください。 

初期設定が完了すると、検索したチヤンネルの番組がテレビに表示されます。 




ラら面につづく 


〆 
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おもて面のつづき 



地上デジタル放送を視聴します 

初期設定完了後、本製品の電源を入れるとテレビ画面に地上デジタル放送が表示されます。 


チヤンネルを変えます 

(リモコン j I 本製品 j 



r 

1 


〇 


V 

八 



チヤンネル上下ボタン 


数字ボタン 

チヤンネル上下ボタン 


チヤンネルは、リモコンのチヤンネル上下ボタン(または数字ボタン) 
か、本体前面のチヤンネル上下ボタンで変更します。 


マルチチヤンネルの切り替えについて 

現在視聴しているチヤンネルが割り当てられているリモコ 
ンの数字ボタンを2回以上押すとマルチチヤンネルに切り替 
わります。 

また、チヤンネル上下ボタンを押すと、マルチチヤンネル 
も含めて全てのチヤンネルを一つずつ順に表示を切り換え 
ます。 

※マルチチヤンネルとは、放送局が八イビジョン放送1番組 
の代わりに標準画質放送を同時に複数番組 (2 〜3番組)放 
送するチヤンネルのことです。 


字幕 


字幕表示に切り換えます 

字幕放送対応の番組では、リモコンの字幕ボタン 
を押すと字幕放送が表示されます。 

※字幕放送に対応していない番組では、字幕ボタンを押しても字幕は表示され 
ません。 


現在放送している番組の一覧を見ます 

リモコンの番組表ポタン〇を押すと、現在放送して 
いる番組の一覧を表示します。 

一覧から番組を選択し、リモコンの決定ボタン@を 
押すと選択した番組に表示を切り替えます。 


-ムボタンで適切な表示に切り換えます 

ワイド型でないテレビ (4:3) をお使いの場合に、画面に黒い帯があるときは、 
リモコンのズームボタン_で全画面表示に切り換えることができます。 


BUFFALO 


上下に帯が入って 
表示されている。 



BUFFALO 


上下 • 左右に帯が入っ 
て表示されている。 


左右の一部がカツト 
され、画面いっぱい 
に表示されます。 



画面いっぱいに 
表示されます。 


(リモコン1 



ズーム ボタン 


※映像によってはズームボタンを押しても黒い帯が表示さ 
れることがあります。このようなときは、お使いのテレビ 
のマニュアルを参照して表示設定を調整してください。 


本製品は自動的に最新のシステムに更新されます 

本製品のシステムや機能は、テレビの電波を使って自動的に更新(改善)されます。 

※更新時期は、設定画面の「お知らせ」でお知らせします。 

本体前面のお知らせランプが橙色に点灯したら、リモコンのメニューボタン_を押し、「お知らせ」から更新時刻 
を確認してください。 

更新する時刻には、本製品をスタンバイ状態(電源ランプ赤色点灯)にしておいてください。 

アッフデート中は画面に注意が表示(お知らせランプは橙色点滅)されます。画面の指示には必ず従ってください。 

アップデートが完了すると、お知らせランプが橙色点灯し、本製品の設定画面「お知らせ」にアップデート完了の 
メッセージが追加されます。 


ズーム ボタン 
を押すと 


ズーム ボタン 
を押すと 
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本製品の設定 


リモコンのメニューボタン^_を押すと、本製品の設定画面を表示することができます。設定画面では、次のことが設定できます。 


••メニ ュー 


^^ チャンネル設定 I 
本体設定 
情報表示 
アンテナ表示 
お知らせ 

[戻る]でテレビ画面へ戻ります。[決定]で次の画面に進みます。 


設定画面 



チヤンネル 
設定 

チヤンネル取得 

チャンネルの検索を行い、自動でチャンネルを設定します。 

(引越しなどで電波の受信方法が変更されたときにチャンネル取得を実行し、チャン 
ネルを再設定します。） 

リモコンボタン割当雖 

リモコンの各数字ボタンに割り当てる放送局を選択します。 

本体設定 

テレビ画面の設定： テレビに応じて「ワイドテレビ (1 6:9)」 「標準テレビ (43)」 を選択します。 
文字スーパーの設定: 文字スーパーを「日本語」「英語」「なし」から選択します。 

LED の明るさ調節: 本製品前面のランプの明るさを 5 段階で調節できます。 

設定初期化: 工場出荷時の設定に戻します。 

情報表示 

本製品のソフトウェアバージョン、 B - CAS 力ードの情報を表示します。 

アンテナ表示 

チャンネルの電波の強度を表示します。 

お知らせ 

放送局、受信機からシステム更新のお知らせがある場合には、メツセージを表示します。 




困ったときは 


〇テレビ画面が正常に表示されません 

黒い画面しか表示されない、画面がカクカクする、画面がチラつくなどして正常に 
表示されない場合、次の原因が考えられます。原因に対応した対策をおこなってく 
ださい。 

原因 1. 電波の受信状態が悪い(アンテナの受信レベルが低い） 

対策 1. アンテナの受信レベルを確認します。 

設定画面の[アンテナ表示]で受信レベルが65%を超えているか確認します。 

受信感度が低いと、映像がコマ落ちしたりチラついたりして鮮明に表示されません。受 
信感度が低い場合は、下記をおこなって受信感度を改善してください。 

•アンテナケーブルを本製品の地上デジタルアンテナ入力端子にしっかり接続します。 
•アンテナの向きを調整します。地上デジタル放送の放送局に合わせた向きにアン 
テナを調整する必要があります。 

•アンテナケーブルを分岐している場合は、分岐せずに接続します。 

•市販のブースター(増幅器)を本製品とアンテナの間に接続してください。 

•受信レベルが高すぎるときは、市販のアッテネーター(減衰器)を本製品とアンテナ 
の間に接続してくたさい。 

原因 2. チャンネルの設定がされていません 

対策 2. 設定画面の[チャンネル設定]でチャンネルを自動設定します。 

原因 3. テレビの画面の明るさが最も低い状態に設定されている 

対策 3. テレビのマニュアルを参照して、画面の明るさを調節してください。 

〇音声が出力されません/音声が途切れます 

原因 1. テレビが消音（ミュート）に設定しています 
対策 1. テレビの消音設定を解除してください。 

原因 2. テレビの音量が最小の設定になっています 
対策 2. テレビの音量を適切な音量に調整してください。 


〇リモコンが操作できない 

原因1■電池が消耗している 

対策1■新しい電池に交換してください。付属の電池は動作確認用です。できるだ 
け早めに新しい電池と交換してください。 

原因 2. 電池の向きが間違っている 

対策 2. リモコンに記載された電池の向きに合わせて電池をセツトしなおしてく 
ださい。 

原因 3. テレビのメーカー設定番号の入力が間違っている 

対策 3. おもて面「リモコンでテレビを操作できるように設定します」を参照して、 
テレビに対応した設定番号をリモコンの数字キーを押してください。 

〇電源が入らない 

原因_ AC アダプターが接続されていない 

対策_本製品の電源コネクターとコンセントを付属の AC アダプターで接続してください。 


^弊社ホームページには、本製品についての「よくある質問」 > 
などの詳細情報が記載されています。困ったときにご参照く 
ださい。 

http://buffalo.jp/qa/faq/ 
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製品仕様 


最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはイン 
ターネットホームページ ( buffalo . jp ) を参照してください。 


受信放送方式 

地上デジタル放送 ( ISDB - T ) 

地上デジタル放送 

VHF lch 〜12 ch、UHF 13 ch 〜 62 ch 、 

受信チヤンネル 

CATVC 13 ch 〜 C 63 ch 

アンテナ入力 

F 型コネクター(入カインピーダンス 75 Q ) 

対応機能 

CATV パススルー、字幕放送、 

簡易番組表(現在放送している番組の一覧） 

出力端子 

コンポジット映像端子 （1 系統 * RCA ピン端子） 
ステレオ音声端子 （ 1系統 • RC A ピン端子） 

電源 

AC 100 V 50/60 HZ 

消費電力 

最大 4 W 

外形寸法 

W 125 xH 28 xD 143 mm (突起部含まず） 

重量 

約245 g (本体のみ） 

動作環境 

温度〇〜 40° C 、 湿度1〇〜80% (結露なきこと） 


※本製品は、データ放送および双方向サービスには対応しておりません。 



■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変 
などを行うことは禁じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。本書に記載されている他社 
製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、 tm 、 @、 ©などのマークは記載 
していません。 

■本書に記載された仕様、デサイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更さ 
れる場合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れ 
などがありましたら、お買い求めになった販売店または弊社サボートセンターまでご連絡 
ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いくださしヽ。万一、一般 0 A 機器以 
外として使用されたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねます 
ので、あらかじめご了承ください。 

•医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される 
用途には使用しないでください。 

•一般〇 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用す 
るときは、ご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこな 
ってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では 
使用しないでください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サボー 
卜を行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当す 
るものについては、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許 
可）が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用くださしヽ。特に、注意事 
項として記載された取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消 
失•破損した場合については、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置 
の場合または記憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項 
を遵守してくださし、。また、必要なデータはノ くックアップを作成してくださし、。お客様が、 
本書の注意事項に違反し、またはバックアップの作成を怠ったために、データを消失 • 破棄 
に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご 
了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または 
重大な過失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製 
品または同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 


らくらく ！セットアップシート 2009 年 6 月 29 日第 2 版発行 発行/株式会社バッファロー 












































































































